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み
な
さ
ん
、
時
間
が
あ
い
た

時
は
ど
の
よ
う
に
し
て
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
特
に
何
も
せ

ず
、
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
お

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
は
、
仕
事
が
休
み
の
日
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
話
サ
ー
ク
ル
に
入

り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
や
障
害
を
持
っ
て
い

る
方
と
の
交
流
会
、
講
習
会
な

ど
、
日
々
勉
強
し
な
が
ら
、
仲

間
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 
手
話
サ
ー
ク
ル
だ
け
で
は
な

く
、
最
近
で
は
、
被
災
地
や
障

害
者
施
設
で
の
活
動
、
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
、
様
々
な
所
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
み
る
と
、
普
段

の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
「
出

会
い
」
「
学
び
」「
発
見
」
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
や
社
会
で
起
き
て
い
る

事
、
出
会
っ
た
人
々
の
生
き
方

の
違
い
な
ど
の
発
見
は
、
自
分

を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
と

な
る
で
し
ょ
う
。
お
金
儲
け
の

た
め
や
、
誰
か
に
命
令
・
強
制

さ
れ
て
行
う
の
で
は
な
く
、
自

分
の
興
味
や
関
心
、
時
間
の
余

裕
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

 昨年 12 月末から勤務しています医療事務の安富香衣（ヤストミカエ）と申します。以

前は内科で医療事務として、その前は歯科医院で歯科助手兼受付として勤務していました。 

 私は最近Ｗｉｉというテレビにつないで体を動かすゲームに夢中になっています。食べ

てばかりで運動不足のせいか少し動いただけですぐに息があがってしまいます。でも体を

動かすとリフレッシュできるし、気持ちいいです。 

 これから一緒に働く先輩方に教わりながら、一日一日充

実させて少しでも多くのことを学んでいきたいです。特に

当院で取り組んでいる接遇については知らない事ばかりで

す。日々勉強して、少しでも皆様の力になれるよう、役に

立つよう頑張りたいと思っています。目の前のことだけで

戸惑い、不安も多いですが徐々に慣れていけたらと思って

います。まだまだ未熟ではありますが、よろしくお願い致

します。（医療事務 安富香衣） 

漢 方 入 門    

「漢方薬の安全性」 

最近、中国製の製品や食品から 

人体に有害な重金属や農薬等が検出され、中国製品の安

全性が疑問視されています。医薬品である漢方薬も約８

０％が中国から輸入されていますので不安をお持ちの

患者さんもいらっしゃるかと思います。 

今回は、漢方薬の安全性について紹介いたします。漢

方薬の原料である生薬は医薬品であり、安全性に対し、

ヒ素・残留農薬等に国が定めた基準があります。当院で

使用している漢方薬メーカーに関してはより厳しい独

自基準を設け様々な角度から製品供給に向けた取り組

みを行っています。 

一例としまして、生薬の生産履歴管理を行い、約１万

件の農家の方を対象に栽培状況を把握し、肥料や農薬等

の使用方法を指導しています。検査面においても、アメ

リカやヨーロッパの薬局方に収載されている農薬を網

羅した上で、中国及び日本で同一の方法にて全ての製品

検査を実施しています。 

今後とも、患者様が安心して漢方薬を服用していただ

けるよう、最新の情報を提供していきたいと思います。 

て
無
理
の
な
い
範
囲
で
参
加
し

継
続
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
。 

 

誰
も
が
い
き
い
き
と
豊
か
に

生
活
で
き
る
社
会
作
り
を
目
指

し
た
活
動
に
、
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

（
介
護
支
援
専
門
員 

川
野
真

芸
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

通
じ
て
～ 

ス タ ッ フ 紹 介 


